
Ⅴ 明日の“楽しい保育”につながる保育記録の工夫

質の高い教育・保育の実現のためには、取組の評価と改善が大切です。教育・保育を記録し、そこ
から子ども理解や環境構成の在り方等を見直し、次の取組に生かします。
本章では、奈良教育大学附属幼稚園が研究開発した、「保育ほっとホットトーク」と「わくワーク

シート」を紹介します。
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１．“楽しさ”から始まる保育

子どもは“楽しい”から遊び、“楽しさ”の中で学びます。それは、保育者も同じです― 子どもの“楽

しさ”を見つめ、共感する。“楽しさ”の中の学びを見取り、さらなる“楽しさ”と学びを生み出す環境構

成や援助を行う― 子どもの“楽しさ”は保育者の“楽しさ”でもあります。「保育者が“楽しい”と感じる

保育」をすることから始めましょう。

２．「保育者自身が楽しいと
感じる保育」をするために

保育者が“楽しい”と感じたことから
記録する「保育わくワークシート」

と、そのシートをもとに語り合う

「ほっとホットトーク」で、意欲

を高め、保育の質の向上を目指し

ましょう。

明日の“楽しい保育”につながる保育記録の工夫

保育者が‟楽しい”と感じる保育

保育の
楽しさの
高まり

保育者が楽しいと感じた
場面を記録

「保育わくワークシート」をも
とにしたカンファレンス
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奈良教育大学附属幼稚園の研究
～「子どもたちの未来につながる“楽しい保育”の追及」から～



・保育者が「楽しい」と感じた保育場面を記録するシートです。

・「楽しい」と感じたことから書き始める

⇒楽しい気持ちで保育を振り返ることができる

・30分程度で書きたいところ、書けるところを書く⇒気軽に書ける

・援助や環境構成のきっかけとなった思いを書く

⇒保育者の思考が可視化される

とは・・・

とは・・・

・ を使ったカンファレンスです。

・記録者は一番楽しかった場面を語り、参加者は気付いたことや

質問を自由に発言する ⇒保育の喜び、奥深さを共有できる

・話し合いながらシートを完成させる
⇒子ども理解が深まり、参加者全員の保育力が向上する

・記録者の悩みの解決や、次の日の保育につながる
⇒保育者のモチベーションが上がる

・楽しい場面発信のため、互いを認め合うことができる
⇒同僚性が高まる

３.「保育わくワークシート」と「保育ほっとホットトーク」の効果

保育わくワークシート 歳児 月 日（ ）「 」記録者
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姿 ねらい 環境構成

【子どもの育ち】（幼児期の終わりまでに育ってほしい姿）
健康な心と体 自立心 協同性 道徳性・規範意識の芽

生え
社会生活との関わり

思考力の芽生え 自然との関わり・生命
尊重

数量・図形、文字等への関
心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

（保育わくワークシート：奈良教育大学附属幼稚園2017）

保育わくワークシート 歳児 月 日（ ）「 」記録者

４.「保育わくワークシート」の書き方

①保育者が“楽しい”と 感じた場面を書く、写真を貼る

◉この欄には「保育者が“楽しい”と 感じた場面」
の子どもの姿を記入する。
◉箇条書きで思いつくままに書くとよい。

●この部分だけでも書きためていくことで保育者

のモチベーションアップにつながる。保育者が楽しいと
感じた場面を書く

楽しい場面の写真を
貼る
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姿 ねらい 環境構成

【子どもの育ち】（幼児期の終わりまでに育ってほしい姿）
健康な心と体 自立心 協同性 道徳性・規範意識の

芽生え
社会生活との関わり

思考力の芽生え 自然との関わり・生命
尊重

数量・図形、文字等への関
心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

（保育わくワークシート：奈良教育大学附属幼稚園2017）

保育わくワークシート 歳児 月 日（ ）「 」記録者

○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○

②楽しい場面までの展開、保育者の考えや援助を記入

◉ 「保育者が“楽しい”と感じた場面」につながる
「子どもの遊んでいる様子」と「保育者の援助」
を思い起こしながら、上から順に書いていく。

◉援助の側に吹き出しをつけ、その援助の根拠と
なった「保育者の思い・考え・ねがい」を書く。

●保育を振り返ることで、自分の援助に根拠の

あることや、その援助が子どもの姿にどのように

影響を及ぼしたのかについて気付くことができ

る。

●「保育者の思考の見える化」により、保育ほっ

とホットトークの重要な観点の１つである援助と

遊びの展開について深い学び合いができる。

子どもの遊んでいる様子

保育者の援助

保育者の思い・
考え・ねがい

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○
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姿
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○

ねらい
○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・①
○○○○○○○○○○○・・・・・・・・②
○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・③

環境構成
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○

【子どもの育ち】（幼児期の終わりまでに育ってほしい姿）
健康な心と体 自立心 協同性 道徳性・規範意識の

芽生え
社会生活との関わり

思考力の芽生え 自然との関わり・生命
尊重

数量・図形、文字等への関
心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

（保育わくワークシート：奈良教育大学附属幼稚園2017）

保育わくワークシート 歳児 月 日（ ）「 」記録者

○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

③子どもの姿、ねらい、環境構成、子どもの育ちなど記入

◉ 「保育者が“楽しい“と感じた場面」に関連すること
に絞って、「姿」「ねらい」「環境構成」を記入する。

◉ 「ねらい」の上から順に番号を付けて、援助の根拠
となったねらいの番号をそれぞれの援助の横に書く。

◉最後に「子どもの育ち」を記入する。

●シートに書き込んでいくことで、子どもの姿とねらい

の整合性、ねらいと環境構成や援助の適合性など

自分の保育を振り返ることができる。

●「子どもの育ち」の欄の項目は、自由に設定する。

「幼児教育において育みたい資質・能力」や「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」、「主体的・対話

的で深い学び」、「教育目標」などを設けることで、

多面的に子どもの育ちをとらえることができる。

…①

…①・②

…③
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姿
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○

ねらい
○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・①
○○○○○○○○○○○・・・・・・・・②
○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・③

環境構成
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○

【子どもの育ち】（幼児期の終わりまでに育ってほしい姿）
健康な心と体 自立心 協同性 道徳性・規範意識の

芽生え
社会生活との関わり

思考力の芽生え 自然との関わり・生命
尊重

数量・図形、文字等への関
心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

（保育わくワークシート：奈良教育大学附属幼稚園2017）

保育わくワークシート 歳児 月 日（ ）「 」記録者

○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

…①

…①・②

…③

④保育ほっとホットトークで出たこと、気付いたことを記入

◉「保育わくワークシート」をもとに「保育ほっとホットトー
ク」を行った場合は、語り合ったことで新たに気付いた
こと、理解を深めたこと、次の保育の構想につながる
ようなことなどを関連する場面の近くにメモをする。
◉ 「子どもの姿」「ねらい」「環境構成」「子どもの育ち」
の項目については、みんなで話し合いながら、加筆し
ていく。
◉保育ほっとホットトーク中または後に記入する部分は
赤字または青字で色を変えて記入する。
◉余白に記録者（担任または実践者）の感想をまと
めて書いておくことで自身の学びの軌跡が残っていく。

●対話の中で、子どもや保育の在り方について新しい

気付きを得ることができる。また、保育の楽しさ、喜

び、奥深さなどをみんなで共有することで、保育意

欲の向上につながる。

●話し合ったことを集積することで、「年齢の特性」

「保育者が“楽しい”と感じる保育をするための環境

構成や援助のポイント」を明らかにすることができる。

A.○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○

C.○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○

B.○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○
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タンブリンははじめから出していた
の？

ジャンプタッチ遊び用に３個出して
いたよ。

タンブリンの音や楽しそうな雰囲気
につられて子どもたちが集まってき
たから、椅子を増やしたよ。

はじめは手を叩いていた子どもも、
タンブリンを叩きたいといったので、
慌てて数を増やしたよ。

３歳児のはじめは遊具の数は多め
にと指導計画に書いているけど、ま
さにその必要性がわかる場面だね。

少ない数の物を共有することも大
切だけど、この場合はたくさんあっ

たからこそ楽しく遊べたんだね。

５. ｢保育わくワークシート｣と
｢保育ほっとホットトーク」
の実践例
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３歳児にとったら打楽器は自分
の思い通りに音が出せることが
楽しいと感じるポイントじゃな
いかな。

椅子に座っている順番にシーソーに
乗ったのかな？

シーソーにまだ乗っていない子どもが、
数え終わったら自分から乗りにいった
よ。シーソーに乗っている子どもが
待っている友達に替わるために始まっ
た遊びだから、順番にしようとは思っ
てなかったよ。

私なら順番に替わるように教えたかも
しれないわ。

まだ乗ってない子どもがいたら「○○
ちゃんはまだだね」とお互いが思い合
えれば幸せだね。

＜保育ほっとホットトークを終えて
記録者が学んだこと＞

●３歳児らしい姿や保育が、他学年の保育者

にとって新鮮に感じられたことが話のきっかけと

なり、「物との出会い」「遊具や用具の数」など３

歳児のこの時期のねらいや環境構成のポイント

につながるトークとなった。

●「ほっとホットトーク」の中で「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を記入する時に「自分で音

をコントロールできる」という打楽器の特性が３歳

児にとっては楽しいと感じるポイントであり、やが

てリズムに合わせて叩くことにつながるということ

を学んだ。

●「順番をどんな場面で教えていくのか」につい

ては、３歳児ならではというよりも保育者の価値

観によるところが大きいかもしれない。自分の価

値観や援助の傾向などについて考えるきっかけ

となった。
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